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戦争勃発　慶応4年（1868年）１月、新政

府軍と旧幕府軍による戦いが始まり、3月には西郷

隆盛と勝
かつ

海
かい

舟
しゅう

による会談が行われ、江戸城の無血

開城が決定します。

　その後、江戸城は開城したものの、旧幕府側の一

部が徳川家の聖地である日光山を目指し北上します。

■宇都宮での戦い　同年4月19日、会津藩士・秋

月登
のぼり

之
の

助
すけ

、新撰組・土
ひじ

方
かた

歳
とし

三
ぞう

らに率いられた旧幕

府軍は、防備の薄い宇都宮城の南東部から攻め込

んできました。

　これに対し、新政府側に付いた宇都宮藩は防戦

しますが、旧幕府軍に押され、退城を決意します。

　その際、二の丸館に火を放ち、旧幕府側の放っ

た火と相まって、南東からの強い風を受け、宇都

宮城下のほとんどが焼失してしまいました。

　4日後の4月23日、宇都宮城を占拠した旧幕府軍

に対し、薩摩・大垣藩を主

力とする新政府軍が六道辻

側から攻め入り、松が峰門

付近で白兵戦となります。

　この時、旧幕府軍参謀

の土方歳三が足首に銃撃を

受け負傷しました。夕刻には、新政府軍の総攻撃に

より、旧幕府軍は一斉に退却し日光に向かいました。

　その後、白
びゃっこ

虎隊で有名な会津戦争、翌年5月の

箱館戦争を経て戊辰戦争は終結します。

■県都宇都宮の誕生　この戦争で焼け野原となっ

た宇都宮の街は、その後の文明開化の波を受け、

近代的な街に生まれ変わり、明治17年（1884年）

の栃木から宇都宮への県庁移転により、名実とも

に県の政治・経済の中心となります。
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あ
や
と
り
は
、
腕
に
掛
け
た
糸
を
向
き
合
う
二
人
が
形
を
作
り
、
形
を
変
え
て
取
り
合
う
江
戸
時
代
か
ら
の
女
の
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の
遊
び
で
あ
る
。
橋
を
作
っ
た
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を
指
先
は
潜
る
よ
う
に
壊
さ
ぬ
よ
う
に
取
る
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真
剣
な
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と
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び
が
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み
が
え

る
。
あ
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と
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の
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の
郷
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は
遠
回
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し
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で
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鬼
怒
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る
。
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ぎ
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在
り
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見
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一
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っ
た
。

俳 壇 星田一草 選

夏
祭
り
法は

っ

ぴ被
り
り
し
く
父
の
背せ

な

弥
生
１
丁
目　

大
河
原
信
昭

潮
風
や
棚
田
一
閃
夏
燕

立
伏
町　

大
樹
龒
五
郎

万
緑
や
風
さ
は
さ
は
と
山
揺
す
る

泉
が
丘
７
丁
目　

石
井　

温
平

郭か
っ
こ
う公
や
だ
し
ぬ
け
に
来
る
宅
急
便

中
今
泉
５
丁
目　

丸
田　
　

守

聞
き
上
手
う
な
づ
く
ば
か
り
韮に
ら

の
花

 
●
花
園
町　

布
施
美
耶
子

◎
選
評
　
韮
の
花
は
白
い
小
さ
な
花
が
球
状
に
集
ま
っ
て
咲
く
。
清
楚
で
親
し
み
や
す
い
花
で
あ
る
。
窓
辺
で
の
い
つ
も
の

会
話
で
あ
ろ
う
か
。
う
な
ず
き
な
が
ら
静
か
に
も
の
を
聞
く
姿
が
清
ら
か
で
涼
し
げ
な
韮
の
花
に
投
影
さ
れ
て
い
る
。
「
韮

の
花
」
の
あ
っ
せ
ん
が
適
切
で
あ
る
。

柳 壇 荒井宗明 選

歩
道
橋
覚
悟
を
さ
せ
る
膝
小
僧

不
動
前
２
丁
目　

山
中
ヒ
ロ
子

梅
雨
明
け
の
雨
傘
日
傘
く
る
く
る
と

西
大
寛
２
丁
目　

柏
村
久
美
子

計
算
の
な
い
親
切
が
身
に
し
み
る

西
川
田
南
１
丁
目　

笹
沼　

秀
臣

出
世
払
い
孫
の
出
世
が
遅
す
ぎ
る

清
原
台
４
丁
目　

水
上　

義
明

父
の
日
の
父
残
業
を
し
て
帰
る

 
●
平
松
本
町　

鶴
牧
美
佐
子

◎
選
評
　
も
う
死
語
か
も
し
れ
な
い
が
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か
た
ぎ
」
と
い
う
言
葉
が
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た
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昔
風
で
、
頑
固
・
律
義
を
モ
ッ
ト
ー
と
し
、

仕
事
に
命
を
懸
け
る
と
い
っ
た
信
念
の
人
で
あ
る
。
こ
の
お
父
さ
ん
も
そ
れ
に
近
い
人
で
あ
ろ
う
か
。
だ
か
ら
仕
事
第
一
で
、

私
事
は
二
の
次
三
の
次
な
の
で
あ
る
。
こ
の
自
由
な
時
代
に
貴
重
な
お
父
さ
ん
で
あ
る
。
大
事
に
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

▲六道辻の戊辰之役戦士墓ペ
ー
ジ
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　の
ト
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ペ
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力
し
て
み
よ
う
。

関
連
ペ
ー
ジ
が
見
ら
れ
る
よ
。
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